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審査意見への対応を記載した書類（６月）

（目次）農学府 共同獣医学専攻（Ｄ）

【教育課程等】

１． 岐阜大学大学院連合獣医学研究科として社会人の受け入れを積極的に行っていたと思わ

れるが、本共同獣医学専攻として社会人の受け入れ等について、どのような方針で行うの

か記載すること。（要望意見） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １

２． シラバス P94 から P98 の到達目標について、「獣医師」との記載があり、学部段階のも

のと思われるため、適切な記載に改めること。（要望意見） ・・・・・・・・・・・ ４

３． シラバス P105～P116 の海外演習科目について、評価方法がわかりにくいため、明確に

すること。（要望意見） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８
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（要望意見）農学府 共同獣医学専攻（Ｄ）

【教育課程等】

１．岐阜大学大学院連合獣医学研究科として社会人の受け入れを積極的に行っていたと思われ

るが、本共同獣医学専攻として社会人の受け入れ等について、どのような方針で行うのか

記載すること。

（対応） 

岐阜大学大学院連合獣医学研究科として積極的に行ってきた社会人の受け入れについては、本

共同獣医学専攻としても引き続き積極的に行っていくこととしている。また、指摘を踏まえて、

本共同獣医学専攻としての社会人受け入れの方針がより明確となるよう、「設置の趣旨等を記載し

た書類」に積極的に社会人学生を受け入れる旨を以下の通り追記した(下線部が追加・修正箇所)。 

P. 3 ：1-2 獣医学分野における大学院教育の現状と共同獣医学専攻設置の趣旨

「また、一般学生に加えて社会人学生を積極的に受け入れることを目指し、行政・研究機

関、民間研究機関あるいは臨床現場で既に活躍する獣医師および高度技術者に対して大学

院教育を実践し、研究リーダーとして活躍できる高度専門職業能力を有する獣医学博士を

養成する。」 

P. 38: ８．入学者選抜の概要

「入学定員は、15名（東京農工大学 10名・岩手大学５名）とし、獣医学に関する十分な基

礎知識と応用能力を備えた６年制獣医学士課程卒業者（又は外国において学校教育におけ

る 18年の課程を修了した者）、他分野の修士課程修了者を受け入れる。また、設置の趣旨

に照らし、高度専門職業能力を有する研究リーダーを養成するために、行政・研究機関、

民間研究機関あるいは臨床現場で既に活躍している獣医師および高度技術者を広く受け入

れる。外国人受験生に対しては、情報通信技術を活用した学力検査の実施を可能とする。」 

なお、「設置の趣旨等を記載した書類」中では、社会人の受け入れについて既に記載を行ってい

る。教育課程は社会人の受け入れを前提とし、教育課程の編成に大学院設置基準第 14条特例を実

施することとした（P. 12、19、41）。また、履修指導・研究指導・修了要件等の項では、社会人

のための履修モデルを提示した（P.27）。 

以下に「設置の趣旨等を記載した書類」の社会人学生の受け入れに関する記載を抜粋した。 

P. 12：3-1.教育課程の編成の考え方

「なお、学部からの進学者及び卒業後実務経験のある社会人獣医師（大学院設置基準第 14

条特例を実施。「９」参照。）を入学者として想定したカリキュラムとする。取得単位数は

34 単位以上とし、うち 10 単位以上は相手大学の単位とする。」 

P. 19：5-１ 教育プロセスの明確化
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「なお、在学期間に関しては大学院設置基準に基づき、優れた研究業績を上げた者につい

ては、３年以上在学すれば足りるものとし、標準修業年限の４年未満での修了も可能とす

る。また、本共同獣医学専攻は、獣医療系の職場や家畜衛生・公衆衛生行政等の職場など

で経験を積む社会人についても積極的に受け入れることとしているため、大学院設置基準

に基づき、教育方法の特例（いわゆる 14 条特例）を実施する。」 

P. 41 ：９．大学院設置基準第 14条による教育方法の実施

「９．大学院設置基準第 14条による教育方法の実施 

9-1．目的及び必要性

本共同獣医学専攻は、国際通用性を備えた社会を先導する博士を養成することを目的とす

る。そのためには、獣医学分野における基礎研究や臨床に携わっている社会人が望ましい。

このことより、継続しながら就学できる環境を提供するために、本共同獣医学専攻におい

て大学院設置基準第 14条に定める教育方法を実施する必要がある。 

9-2．修業年限

獣医学分野の博士課程であるため、標準修業年限は４年とする。在学期間は標準修業年限

の２倍の年数を超えることができない。  

9-3．履修指導及び研究指導の方法

研究指導教員は、履修計画について個別に学生の相談に応じ、随時面談等により指導・助

言を行う。教育上特別の必要があると認められる場合には、夜間その他特定の時間又は時

期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行う。研究指導において

は、主指導教員に加えて副指導教員２名を配置し、研究指導体制の充実を図り、博士論文

作成まで一貫した指導を行う。 

9-4．授業の実施方法

博士課程の授業において、教育方法の特例による履修を希望する学生については、研究指

導教員が相談に応じ、夜間や休日等の特定の時間において履修計画に支障がないよう便宜

を図る。」 

（新旧対照表）設置の趣旨を記載した書類

新 旧

（2-3 ページ） 
1-2 獣医学分野における大学院教育の現状と共同獣医学専

攻設置の趣旨

（中略）

これらの背景を基盤として、東京農工大学と岩手大学は、両

大学に設置している共同獣医学科で掲げた共通の教育理念

「人類と動物の健康と福祉に貢献する」を更に深化・発展さ

せるとともに、首都圏を含む東日本地域における様々な獣医

学的課題を解決できる、高度獣医学教育研究拠点として共同

獣医学専攻を設置することを構想した。本構想は、岐阜大学

大学院連合獣医学研究科の歴史と実績を踏まえつつ、連合大

（2-3 ページ） 
1-2 獣医学分野における大学院教育の現状と共同獣医学専

攻設置の趣旨

（中略） 

これらの背景を基盤として、東京農工大学と岩手大学は、両

大学に設置している共同獣医学科で掲げた共通の教育理念

「人類と動物の健康と福祉に貢献する」を更に深化・発展さ

せるとともに、首都圏を含む東日本地域における様々な獣医

学的課題を解決できる、高度獣医学教育研究拠点として共同

獣医学専攻を設置することを構想した。本構想は、岐阜大学

大学院連合獣医学研究科の歴史と実績を踏まえつつ、連合大
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学院を解消して、新たなステップとして共同大学院として再

編することにより、それぞれの地域が抱える専門性の高い社

会的要求に応え得る獣医学博士の育成を行う。このため、共

同獣医学科における学部教育の強み並びに両大学のリソー

スを活かし(学部教育と大学院教育の有機的な連接を中心に

据えて)、共同教育課程制度によりそれぞれの大学院に「共同

獣医学専攻（博士課程）」を設置することとした。これによ

り、地域に主体的かつ密接的に教育を還元するために自律的

に教育研究を展開する体制を構築する。教育組織は、岐阜大

学大学院連合獣医学研究科における４講座体制を見直して

３つの講座体制に集約し、教育課程では動物基礎医学の支援

の下、東日本地域における人材養成の更なる強化に貢献し、

動物衛生・公衆衛生に係る行政・研究機関、民間研究機関に

おいて獣医学を先導する高度な研究能力を持つ人材と高度

動物臨床医科学分野を先導する人材を養成することを目標

とする。また、一般学生に加えて社会人学生を積極的に受け

入れることを目指し、行政・研究機関、民間研究機関あるい

は臨床現場で既に活躍する獣医師および高度技術者に対し

て大学院教育を実践し、研究リーダーとして活躍できる高度

専門職業能力を有する獣医学博士を養成する。

学院を解消して、新たなステップとして共同大学院として再

編することにより、それぞれの地域が抱える専門性の高い社

会的要求に応え得る獣医学博士の育成を行う。このため、共

同獣医学科における学部教育の強み並びに両大学のリソー

スを活かし(学部教育と大学院教育の有機的な連接を中心に

据えて)、共同教育課程制度によりそれぞれの大学院に「共同

獣医学専攻（博士課程）」を設置することとした。これによ

り、地域に主体的かつ密接的に教育を還元するために自律的

に教育研究を展開する体制を構築する。教育組織は、岐阜大

学大学院連合獣医学研究科における４講座体制を見直して

３つの講座体制に集約し、教育課程では動物基礎医学の支援

の下、東日本地域における人材養成の更なる強化に貢献し、

動物衛生・公衆衛生に係る行政・研究機関、民間研究機関に

おいて獣医学を先導する高度な研究能力を持つ人材と高度

動物臨床医科学分野を先導する人材を養成することを目標

とする。

（38 ページ） 
８．入学者選抜の概要

共同獣医学専攻は、共同獣医学科を持つ東京農工大学と岩

手大学の２校の連携により、それぞれの大学に設置する修業

年限４年の大学院博士課程である。なお、両大学はそれぞれ、

連携大学院の制度を取り入れ、連携機関として、国立感染症

研究所、農業・食品産業技術総合研究機構が加わることによ

りカリキュラムの更なる充実を図ることとしている。

本共同獣医学専攻では、獣医学及び関連した科学分野の知

識・技術を基盤に、我が国のみならず世界各国において生じ

ている動物及び人の健康、公衆衛生並びに環境等に係る諸問

題に対し、積極的に対応できる豊かな創造性と高度な研究能

力を持ち、幅広い視野と高度な倫理観を有する人材の涵養を

目指している。

入学定員は、15 名（東京農工大学 10 名・岩手大学５名）

とし、獣医学に関する十分な基礎知識と応用能力を備えた６

年制獣医学士課程卒業者（又は外国において学校教育におけ

る 18 年の課程を修了した者）、他分野の修士課程修了者を受

け入れる。また、設置の趣旨に照らし、高度専門職業能力を

有する研究リーダーを養成するために、行政・研究機関、民

間研究機関あるいは臨床現場で既に活躍している獣医師お

よび高度技術者を広く受け入れる。外国人受験生に対して

は、情報通信技術を活用した学力検査の実施を可能とする。

なお、入学時期は 4 月及び 10 月とする。 

（38 ページ） 
８．入学者選抜の概要

共同獣医学専攻は、共同獣医学科を持つ東京農工大学と岩

手大学の２校の連携により、それぞれの大学に設置する修業

年限４年の大学院博士課程である。なお、両大学はそれぞれ、

連携大学院の制度を取り入れ、連携機関として、国立感染症

研究所、農業・食品産業技術総合研究機構が加わることによ

りカリキュラムの更なる充実を図ることとしている。

本共同獣医学専攻では、獣医学及び関連した科学分野の知

識・技術を基盤に、我が国のみならず世界各国において生じ

ている動物及び人の健康、公衆衛生並びに環境等に係る諸問

題に対し、積極的に対応できる豊かな創造性と高度な研究能

力を持ち、幅広い視野と高度な倫理観を有する人材の涵養を

目指している。

入学定員は、15 名（東京農工大学 10 名・岩手大学５名）

とし、獣医学に関する十分な基礎知識と応用能力を備えた６

年制獣医学士課程卒業者（又は外国において学校教育におけ

る 18 年の課程を修了した者）はもちろんのこと、他分野の

修士課程修了者、獣医学関連の職場で実務に携わっている社

会人並びに外国人留学生等を広く受け入れる。

なお、入学時期は 4 月及び 10 月とする。 
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（要望意見）農学府 共同獣医学専攻（Ｄ）

【教育課程等】

２．シラバス P94 から P98 の到達目標について、「獣医師」との記載があり、学部段階のもの

と思われるため、適切な記載に改めること。

（対応）

指摘のあった５つの科目（「動物基礎医学学外演習（理化学研究所）」「獣医衛生科学学外演習（国

立感染症研究所）」「獣医衛生科学学外演習（医薬品食品衛生研究所）」「獣医衛生科学学外演習（農

研機構）」「獣医臨床医科学学外演習（日本中央競馬会）」は、博士号を有する獣医師がリーダーと

して活躍すべき職域において実際の現場で研修を受け、その業務、研究などを経験する科目で、

大学院において身につけた研究に関する高度な専門的な知識、技術を社会で応用し役立てる方法

を学び、博士として活躍するための基盤を形成することを到達目標としている。

指摘を踏まえて、これらの到達目標が明確となるよう、授業科目の概要及びシラバスの記載を

改める。

（新旧対照表）授業科目の概要

新 旧

動物基礎医学学外演習（理化学研究所）

理化学研究所において、3 日間程度以上の研修を受け、実際

の現場における業務、研究などを経験することで，最先端の

繁殖学研究、エピジェネティクス、クローン技術の応用など

について学ぶ。現場での業務に参加することで現場における

コミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、

獣医学研究者 としての責任を学ぶ。社会に出て 即戦力かつ

リーダーとなる、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博

士 としての基盤を形成することを到達目標とする。研修参加

の態度、研修後のレポートなどを基に主指導教員が総合的に

評価する。

動物基礎医学学外演習（理化学研究所）

理化学研究所において、3 日間程度以上の研修を受け、実際

の現場における業務、研究などを経験することで，最先端の

繁殖学研究、エピジェネティクス、クローン技術の応用など

について学ぶ。現場での業務に参加することで現場における

コミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、

獣医師 としての責任を学ぶ。社会に出て 即戦力となる獣医

師 としての基盤を形成することを到達目標とする。研修参加

の態度、研修後のレポートなどを基に主指導教員が総合的に

評価する。

獣医衛生科学学外演習（国立感染症研究所） 

国立感染症研究所において、3 日間程度以上の研修を受け、実

際の現場における業務、研究などを経験することで、食中毒や薬

剤耐性菌に関連する疫学解析や分子疫学解析の知識や技術を

学ぶ。現場での業務に参加することで現場におけるコミュニケー

ション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、獣医学研究者とし

ての責任を学ぶ。社会に出て即戦力かつリーダーとなる、獣医学

を先導する高度な研究能力を持つ博士 としての基盤を形成する

ことを到達目標とする。研修参加の態度、研修後のレポートなど

を基に主指導教員が総合的に評価する。 

獣医衛生科学学外演習（国立感染症研究所） 

国立感染症研究所において、3 日間程度以上の研修を受け、実

際の現場における業務、研究などを経験することで、食中毒や薬

剤耐性菌に関連する疫学解析や分子疫学解析の知識や技術を

学ぶ。現場での業務に参加することで現場におけるコミュニケー

ション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、獣医師 としての責

任を学ぶ。社会に出て 即戦力となる獣医師 としての基盤を形成

することを到達目標とする。研修参加の態度、研修後のレポート

などを基に主指導教員が総合的に評価する。

獣医衛生科学学外演習（医薬品食品衛生研究所） 

医薬品食品衛生研究所において、3 日間程度以上の研修を受

け、実際の現場における業務、研究などを経験することで、最新

の食中毒の検査技術、食品製造工程における衛生管理に関す

獣医衛生科学学外演習（医薬品食品衛生研究所） 

医薬品食品衛生研究所において、3 日間程度以上の研修を受

け、実際の現場における業務、研究などを経験することで、最新

の食中毒の検査技術、食品製造工程における衛生管理に関す
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る研究を学ぶ。現場での業務に参加することで現場におけるコミ

ュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、獣医学研

究者 としての責任を学ぶ。社会に出て 即戦力かつリーダーとな

る、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博士 としての基盤

を形成することを到達目標とする。研修参加の態度、研修後のレ

ポートなどを基に主指導教員が総合的に評価する。 

る研究を学ぶ。現場での業務に参加することで現場におけるコミ

ュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、獣医師 と

しての責任を学ぶ。社会に出て 即戦力となる獣医師 としての基

盤を形成することを到達目標とする。研修参加の態度、研修後の

レポートなどを基に主指導教員が総合的に評価する。

獣医衛生科学学外演習（農研機構） 

農研機構において、3 日間程度以上の研修を受け、実際の現場

における業務、研究などを経験することで、獣医衛生学、獣医公

衆衛生学、及び獣医疫学の知識、技術の応用方法を学ぶ。現場

での業務に参加することで現場におけるコミュニケーション力、技

術、思考能力を研鑽するとともに、獣医学研究者 としての責任を

学ぶ。社会に出て即戦力かつリーダーとなる、獣医学を先導する

高度な研究能力を持つ博士 としての基盤を形成することを到達

目標とする。研修参加の態度、研修後のレポートなどを基に主指

導教員が総合的に評価する。 

獣医衛生科学学外演習（農研機構） 

農研機構において、3 日間程度以上の研修を受け、実際の現場

における業務、研究などを経験することで、獣医衛生学、獣医公

衆衛生学、及び獣医疫学の知識、技術の応用方法を学ぶ。現場

での業務に参加することで現場におけるコミュニケーション力、技

術、思考能力を研鑽するとともに、獣医師 としての責任を学ぶ。

社会に出て即戦力となる獣医師としての基盤を形成することを到

達目標とする。研修参加の態度、研修後のレポートなどを基に主

指導教員が総合的に評価する。 

獣医臨床医科学学外演習（日本中央競馬会） 

日本中央競馬会において、3 日間程度以上の研修を受け、実際

の現場における業務、研究、診療活動などを経験することで、馬

の臨床現場の現状と問題点、並びに馬を用いた研究に関する知

識、技術を学ぶ。現場での業務に参加することで現場におけるコ

ミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、獣医学

研究者 としての責任を学ぶ。社会に出て 即戦力かつリーダーと

なる、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博士 としての基

盤を形成することを到達目標とする。研修参加の態度、研修後の

レポートなどを基に主指導教員が総合的に評価する。

獣医臨床医科学学外演習（日本中央競馬会） 

日本中央競馬会において、3 日間程度以上の研修を受け、実際

の現場における業務、研究、診療活動などを経験することで、馬

の臨床現場の現状と問題点、並びに馬を用いた研究に関する知

識、技術を学ぶ。現場での業務に参加することで現場におけるコ

ミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、獣医師

としての責任を学ぶ。社会に出て即戦力となる獣医師としての基

盤を形成することを到達目標とする。研修参加の態度、研修後の

レポートなどを基に主指導教員が総合的に評価する。

（新旧対照表）シラバス

新 旧

動物基礎医学学外演習（理化学研究所）

授業のテーマ及び到達目標：

学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力かつ

リーダーとなる、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博

士 の基盤を形成することを到達目標とする。

授業計画：

理化学研究所において、3 日間程度以上の研修を受け、実

際の現場における業務、研究などを経験することを通じ、最

先端の繁殖学研究、エピジェネティクス、クローン技術の応

用などについて学び、現場での業務に参加することで現場に

おけるコミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽すると

ともに、獣医学研究者 としての責任を学ぶ。

 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力かつリーダーとな

る、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博士 としての基

盤を形成する。

動物基礎医学学外演習（理化学研究所）

授業のテーマ及び到達目標：

学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力とな

る獣医師として の基盤を形成することを到達目標とする。

授業計画：

理化学研究所において、3 日間程度以上の研修を受け、実

際の現場における業務、研究などを経験することを通じ、最

先端の繁殖学研究、エピジェネティクス、クローン技術の応

用などについて学び、現場での業務に参加することで現場に

おけるコミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽すると

ともに、獣医師 としての責任を学ぶ。

 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力となる獣医師 と

しての基盤を形成する。
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獣医衛生科学学外演習（国立感染症研究所） 
 
授業のテーマ及び到達目標： 
学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力かつ

リーダーとなる、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博

士 の基盤を形成することを到達目標とする。 
 
授業計画： 
 国立感染症研究所において、3 日間程度以上の研修を受け、

実際の現場における業務、研究などを経験することを通じ、

食中毒や薬剤耐性菌に関連する疫学解析や分子疫学解析の

知識や技術を学び、現場での業務に参加することで現場にお

けるコミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとと

もに、獣医学研究者 としての責任を学ぶ。 
 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力かつリーダーとな

る、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博士 としての基

盤を形成する。 
 
 

 
獣医衛生科学学外演習（国立感染症研究所） 
 
授業のテーマ及び到達目標： 
学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力とな

る獣医師として の基盤を形成することを到達目標とする。 
 
 
授業計画： 
 国立感染症研究所において、3 日間程度以上の研修を受け、

実際の現場における業務、研究などを経験することを通じ、

食中毒や薬剤耐性菌に関連する疫学解析や分子疫学解析の

知識や技術を学び、現場での業務に参加することで現場にお

けるコミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとと

もに、獣医師 としての責任を学ぶ。 
 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力となる獣医師 と

しての基盤を形成する。 
 

獣医衛生科学学外演習（医薬品食品衛生研究所） 
 
授業のテーマ及び到達目標： 
学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力かつ

リーダーとなる、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博

士 の基盤を形成することを到達目標とする。 
 
授業計画： 
 医薬品食品衛生研究所において、3 日間程度以上の研修を

受け、実際の現場における業務、研究などを経験することを

通じ、最新の食中毒の検査技術、食品製造工程における衛生

管理に関する研究を学び、現場での業務に参加することで現

場におけるコミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽す

るとともに、獣医学研究者 としての責任を学ぶ。 
 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力かつリーダーとな

る、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博士 としての基

盤を形成する。 
 
 

獣医衛生科学学外演習（医薬品食品衛生研究所） 
 
授業のテーマ及び到達目標： 
学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力とな

る獣医師として の基盤を形成することを到達目標とする。 
 
 
授業計画： 
 医薬品食品衛生研究所において、3 日間程度以上の研修を

受け、実際の現場における業務、研究などを経験することを

通じ、最新の食中毒の検査技術、食品製造工程における衛生

管理に関する研究を学び、現場での業務に参加することで現

場におけるコミュニケーション力、技術、思考能力を研鑽す

るとともに、獣医師 としての責任を学ぶ。 
 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力となる獣医士 と

しての基盤を形成する。 

獣医衛生科学学外演習（農研機構） 
 
授業のテーマ及び到達目標： 
学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力かつ

リーダーとなる、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博

士 の基盤を形成することを到達目標とする。 
 
授業計画： 
 農研機構において、3 日間程度以上の研修を受け、実際の

現場における業務、研究などを経験することを通じ、獣医衛

生学、獣医公衆衛生学および獣医疫学の知識、技術の応用方

法を学び、現場での業務に参加することで現場におけるコミ

ュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、

獣医学研究者 としての責任を学ぶ。 
 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力かつリーダーとな

る、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博士 としての基

盤を形成する。 
 
 

獣医衛生科学学外演習（農研機構） 
 
授業のテーマ及び到達目標： 
学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力とな

る獣医士として の基盤を形成することを到達目標とする。 
 
 
授業計画： 
 農研機構において、3 日間程度以上の研修を受け、実際の

現場における業務、研究などを経験することを通じ、獣医衛

生学、獣医公衆衛生学および獣医疫学の知識、技術の応用方

法を学び、現場での業務に参加することで現場におけるコミ

ュニケーション力、技術、思考能力を研鑽するとともに、

獣医師 としての責任を学ぶ。 
 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力となる獣医士 と

しての基盤を形成する。 
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獣医臨床医科学学外演習（日本中央競馬会） 
 
授業のテーマ及び到達目標： 
学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力かつ

リーダーとなる、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博

士 の基盤を形成することを到達目標とする。 
 
授業計画： 
 日本中央競馬会において、3 日間程度以上の研修を受け、

実際の現場における業務、研究、診療活動などを経験するこ

とを通じ、馬の臨床現場の現状と問題点、ならびに馬を用い

た研究に関する知識、技術を学び、現場での業務に参加する

ことで現場におけるコミュニケーション力、技術、思考能力

を研鑽するとともに、獣医学研究者 としての責任を学ぶ。 
 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力かつリーダーとな

る、獣医学を先導する高度な研究能力を持つ博士 としての基

盤を形成する。 
 

 
獣医臨床医科学学外演習（日本中央競馬会） 
 
授業のテーマ及び到達目標： 
学外の研究機関において研修を受け、社会に出て 即戦力とな

る獣医士として の基盤を形成することを到達目標とする。 
 
 
授業計画： 
 日本中央競馬会において、3 日間程度以上の研修を受け、

実際の現場における業務、研究、診療活動などを経験するこ

とを通じ、馬の臨床現場の現状と問題点、ならびに馬を用い

た研究に関する知識、技術を学び、現場での業務に参加する

ことで現場におけるコミュニケーション力、技術、思考能力

を研鑽するとともに、獣医師 としての責任を学ぶ。 
 以上のことを通じて、社会に出て 即戦力となる獣医士 と

しての基盤を形成する。 
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（要望意見）農学府 共同獣医学専攻（Ｄ）

【教育課程等】

３．シラバス P105～P116 の海外演習科目について、評価方法がわかりにくいため、明確にす

ること。

（対応）

海外演習Ａ／Ｂについて、到達目標及び評価方法は、具体的には以下のとおりである。

【海外演習Ａ】

海外演習Ａは、国際学会に参加するための外国語によるプレゼンテーションの作成を通じて、

研究成果を国際的に発表する方法を学ぶとともに、実際の外国語によるプレゼンテーション、質

疑応答や座長の経験を通じて外国語によるコミュニケーション能力の醸成を目指し、国際的に活

躍する博士としての基盤を形成するという到達目標を設定している。具体的な評価方法は、プレ

ゼンテーションの準備に関して抄録、スライド、発表原稿の内容に加え、発表練習における態度

を評価するとともに、国際学会に参加、発表を行った後にレポートを提出させ、これらすべてを

主指導教員が総合的に評価することにより行う。

【海外演習Ｂ】

海外演習Ｂは、海外の研究機関などにおいて渡航期間が 2 週間以上の研修及び共同研究、調査、

臨床実習を行うことを通じ、海外での研究動向、先端獣医療などに直接触れ、外国語によるコミ

ュニケーション能力の醸成を目指し、国際的に通用する思考能力、実践力を身につけることを到

達目標として設定している。具体的な評価方法は、帰国後に海外で行った研究、研修、診療実習

に関して実施報告のプレゼンテーションおよび成果報告書の提出を求め、海外の機関において研

修、研究、診療活動へ参加することで得られた研究成果や研修成果を主指導教員が評価するとと

もに、受け入れ先研究機関等の研究者にも評価を依頼し、これらを総合的に評価することにより

行う。

指摘を踏まえて、これらが明確となるよう、授業科目の概要及びシラバスの記載を改める。

（新旧対照表）授業科目の概要

新 旧

海外演習 A（岩手大学／東京農工大学） 

（概要）

渡航期間が 1 週間程度の海外における国際学会に参加し、発

表することを通じて、外国語によるプレゼンテーションを学

び、国際的なコミュニケーション力を研鑽する。外国語によ

るプレゼンテーションの作成、実施及び質疑応答を通じて国

際的に活躍する獣医師としての基盤を形成することを到達

目標とする。プレゼンテーションの準備に関して抄録・スラ

イド・発表原稿の内容に 加え、発表内容の理解度、討論の

学術的整合性を主指導教員が評価する。また、実際の海外に

おける国際学会等での発表にあたっては、参加後のレポート

海外演習 A（岩手大学／東京農工大学） 

（概要）

渡航期間が 1 週間程度の海外における国際学会に参加し、発

表することを通じて、外国語によるプレゼンテーションを学

び、国際的なコミュニケーション力を研鑽する。外国語によ

るプレゼンテーションの作成、実施及び質疑応答を通じて国

際的に活躍する獣医師としての基盤を形成することを到達

目標とする。発表の準備状況、学会参加時の態度などを基に

主指導教員が総合的に評価する。



9 

を提出させる。以上のことを合わせて総合的に評価する。

海外演習 B（岩手大学／東京農工大学） 

（概要）

渡航期間が2週間程度を越える海外の研究機関での研修及び

共同研究、調査、臨床実習を通じて、国際性を育成する。海

外で研究活動や診療活動を行うことにより、国際的に通用す

る思考能力、実践力を身に付けることを到達目標とする。

帰国後に実施報告のプレゼンテーションおよび成果報告書

の提出を求め、研修、研究、診療活動へ参加することで得ら

れた研究成果や研修成果を主指導教員が評価する。また、受

け入れ先研究機関等の研究者にも評価を依頼し、これらを総

合して評価する。

海外演習 B（岩手大学／東京農工大学） 

（概要）

渡航期間が2週間程度を越える海外の研究機関での研修及び

共同研究、調査、臨床実習を通じて、国際性を育成する。海

外で研究活動や診療活動を行うことにより、国際的に通用す

る思考能力、実践力を身に付けることを到達目標とする。

研修、研究、診療活動への参加状況や報告書等を基に主指導

教員が総合的に評価する。

（新旧対照表）シラバス

新 旧

海外演習 A（岩手大学／東京農工大学） 

学生に対する評価：。プレゼンテーションの準備に関して抄

録・スライド・発表原稿の内容に 加え、発表内容の理解度、

討論の学術的整合性を主指導教員が評価する。また、実際の

海外における国際学会等での発表にあたっては、参加後のレ

ポートを提出させる。以上のことを合わせて総合的に評価

する。

海外演習 A（岩手大学／東京農工大学） 

学生に対する評価：プレゼンテーションの準備、実施、質疑

応答などにより総合的に評価 する。

海外演習 B（岩手大学／東京農工大学） 

学生に対する評価：帰国後に実施報告のプレゼンテーション

および成果報告書の提出を求め、研修、研究、診療活動へ参

加することで得られた研究成果や研修成果を主指導教員が

評価する。また、受け入れ先研究機関等の研究者にも評価を

依頼し、これらを総合して評価 する。

海外演習 B（岩手大学／東京農工大学） 

学生に対する評価：研修、研究、診療活動への参加状況や報

告書等を基に総合的に評価 する。
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